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　　悪疫退散・無病息災を祈願！　　悪疫退散・無病息災を祈願！…5…5

西俣地域

田之脇地域



②

令
和
４
年 

成
人
式

二
十
歳

二
十
歳  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　　

１１
月月
３３
日
（
月
）、
市
民
会
館
で
、
令

日
（
月
）、
市
民
会
館
で
、
令

和
４
年
西
之
表
市
成
人
式
を
開
催
し
ま

和
４
年
西
之
表
市
成
人
式
を
開
催
し
ま

し
た
。
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

し
た
。
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
一
堂
に
会
し
た
式
典
を
中

ス
の
影
響
で
一
堂
に
会
し
た
式
典
を
中

止
し
、
市
長
式
辞
や
新
成
人
の
抱
負
等

止
し
、
市
長
式
辞
や
新
成
人
の
抱
負
等

を
動
画
で
限
定
配
信
し
ま
し
た
。
今
回

を
動
画
で
限
定
配
信
し
ま
し
た
。
今
回

は
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で

は
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で

開
催
し
、
華
や
か
に
着
飾
っ
た
新
成
人

開
催
し
、
華
や
か
に
着
飾
っ
た
新
成
人

が
友
人
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

が
友
人
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
代
表
し
て
、
柳
野
侑
斗

　

式
典
で
は
、
代
表
し
て
、
柳
野
侑
斗

さ
ん
と
深
見
美
海
さ
ん
が
新
成
人
の
抱

さ
ん
と
深
見
美
海
さ
ん
が
新
成
人
の
抱

負
を
述
べ
、「
夢
だ
っ
た
消
防
職
員
に
な

負
を
述
べ
、「
夢
だ
っ
た
消
防
職
員
に
な

れ
た
の
は
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
恩

れ
た
の
は
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
恩

師
の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
が
見

師
の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
が
見

本
と
な
っ
て
後
輩
た
ち
を
支
え
て
い
き

本
と
な
っ
て
後
輩
た
ち
を
支
え
て
い
き

た
い
」「

た
い
」「
2020
年
間
支
え
て
く
れ
た
両
親
や

年
間
支
え
て
く
れ
た
両
親
や

家
族
、
友
人
、
先
生
方
、
地
域
の
方
々

家
族
、
友
人
、
先
生
方
、
地
域
の
方
々

に
感
謝
し
、
恩
返
し
で
き
る
よ
う
社
会

に
感
謝
し
、
恩
返
し
で
き
る
よ
う
社
会

貢
献
し
た
い
」
と
決
意
を
表
し
ま
し
た
。

貢
献
し
た
い
」
と
決
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
担
任
の
先
生

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
担
任
の
先
生

か
ら
新
成
人
へ
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

か
ら
新
成
人
へ
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

送
ら
れ
、
新
成
人
は
懐
か
し
む
様
子
で

送
ら
れ
、
新
成
人
は
懐
か
し
む
様
子
で

観
て
い
ま
し
た
。

観
て
い
ま
し
た
。

　

友
人
た
ち
と
記
念
撮
影
を
楽
し
ん
で

　

友
人
た
ち
と
記
念
撮
影
を
楽
し
ん
で

い
た
森
田
崚
さ
ん
（
天
神
町
出
身
）
は
、

い
た
森
田
崚
さ
ん
（
天
神
町
出
身
）
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
成
人
式
が
開
催
で
き
た
こ

「
コ
ロ
ナ
禍
で
成
人
式
が
開
催
で
き
た
こ

と
に
感
謝
。
同
級
生
と
会
え
て
本
当
に

と
に
感
謝
。
同
級
生
と
会
え
て
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

嬉
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

本
市
の
令
和
４
年
新
成
人
対
象
者
数

　

本
市
の
令
和
４
年
新
成
人
対
象
者
数

は
、
計
１
９
１
名
（
男
性

は
、
計
１
９
１
名
（
男
性
9595
名
、
女
性

名
、
女
性

9696
名
）
で
す
。

名
）
で
す
。

▲ 深見 美海さん（松畠出身）▲ 柳野 侑斗さん（寺之門出身）※写真撮影時のみマスクを外しています。
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③

内閣府 令和 3年秋の叙勲《瑞宝双光章》
福井　清信（元消防団本部）

鹿児島県消防協会　精績章
平川　久美子（女性）、池田　昭世（中割）
竹之内　教之（榕城）、塩﨑　慎太郎（上西）
横山　武志（中割）、遠藤　虎太郎（熊毛地区消防組合）
岡留　竜一朗（熊毛地区消防組合）

鹿児島県消防協会熊毛支部　功績章
池田　昭世（中割）、沖田　裕樹（榕城）、岩元　明穂（国上）
中野　哲志（伊関）、椎田　彰吾（安納）、横山　武志（中割）
遠藤　虎太郎（熊毛地区消防組合）
岡留　竜一朗（熊毛地区消防組合）

西之表市消防後援会連合会　内助の功感謝状
柿内　美千代（英一・夫人）、長瀬　まゆみ（俊一・夫人）
荒木　雅代（久雄・夫人）、濱添　久美子（敏朗・夫人）
上妻　久美子（泰平・夫人）

　　

１１
月月
９９
日
（
日
）、
市
民
会
館
で
、
令

日
（
日
）、
市
民
会
館
で
、
令

和
４
年
西
之
表
市
消
防
出
初
式
を
開
催

和
４
年
西
之
表
市
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
例
年
行
わ
れ

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
例
年
行
わ
れ

る
市
中
行
進
パ
レ
ー
ド
や
屋
外
訓
練
の

る
市
中
行
進
パ
レ
ー
ド
や
屋
外
訓
練
の

披
露
等
は
行
わ
ず
、
市
消
防
団
、
熊
毛

披
露
等
は
行
わ
ず
、
市
消
防
団
、
熊
毛

地
区
消
防
組
合
な
ど
の
関
係
者
が
出
席

地
区
消
防
組
合
な
ど
の
関
係
者
が
出
席

し
、
式
典
の
み
を
行
い
ま
し
た
。

し
、
式
典
の
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
地
域
防
災
へ
の
功
績
が

　

式
典
で
は
、
地
域
防
災
へ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
消
防
関
係
者
に
対
す
る
表

認
め
ら
れ
た
消
防
関
係
者
に
対
す
る
表

彰
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。（
下
表
に
記
載
）

彰
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。（
下
表
に
記
載
）

　

ま
た
、
消
防
団
長
の
答
辞
が
行
わ
れ
、

　

ま
た
、
消
防
団
長
の
答
辞
が
行
わ
れ
、

田
中
邦
男
団
長
は
、「
こ
れ
か
ら
地
球
温

田
中
邦
男
団
長
は
、「
こ
れ
か
ら
地
球
温

暖
化
に
よ
る
風
水
害
や
、
南
海
ト
ラ
フ

暖
化
に
よ
る
風
水
害
や
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
予

地
震
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
予

想
さ
れ
る
。
消
防
関
係
者
と
地
域
の
密

想
さ
れ
る
。
消
防
関
係
者
と
地
域
の
密

接
な
連
携
を
強
化
し
、
地
域
防
災
リ
ー

接
な
連
携
を
強
化
し
、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
先
頭
に
立
ち
、
市
民
の
安

ダ
ー
と
し
て
先
頭
に
立
ち
、
市
民
の
安

心
安
全
な
暮
ら
し
を
守
れ
る
よ
う
使
命

心
安
全
な
暮
ら
し
を
守
れ
る
よ
う
使
命

を
果
た
し
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し

を
果
た
し
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し

た
。
た
。

令和 4年 消防出初式令和 4年 消防出初式

市
の
消
防
・
防
災

市
の
消
防
・
防
災

　
　

地
域
と
の
連
携
を
密
に

　
　

地
域
と
の
連
携
を
密
に

▲ 田中 邦男団長

令和 4年 消防関係者表彰令和 4年 消防関係者表彰【敬称略、（ ）内は分団等名】

消防庁長官表彰　永年勤続功労章
濱田　雅昭（榕城）

日本消防協会　30年勤続章
日高　浩司（住吉）、德　　香（下西）、靍見　学（国上）
伊東　恭三郎（国上）、竹田　洋一郎（安納）
西川　洋一（現和）、本城　和彦（安城）、鮫島　宗俊（住吉）
山下　修（住吉）、鮫島　修（熊毛地区消防組合）

鹿児島県知事　10年勤続章
日髙　充志（安納）、長野　正育（上西）、沖田　浩聡（榕城）
戸川　義人（安納）、大田　勉（現和）、田上　友治（立山）
石寺　義和（中割）、松下　剛（古田）、射場　貴大（古田）
濱添　大吾（古田）、鮫島　誠（住吉）、中村　裕臣（下西）
石川　直樹（下西）、吉元　大介（下西）
長瀬　直子（女性）、升本　小津枝（女性）

鹿児島県消防協会　功績章
竹下　秀樹（消防団本部）、 門　健喜（現和）
橋口　正秀（下西）、小倉　正裕（榕城）、小倉　瑞樹（榕城）
中村　順次（国上）、鎌田　忠靖（安納）、中園　昌吾（安納）
濱島　英人（古田）、下嶋　勝悟（古田）、山口　修（下西）
古元　敏行（下西）、園田　真司（下西）

西之表市　無火災表彰
上西分団、安納分団、安城分団
立山分団、中割分団、古田分団

■問い合わせ先
　市役所総務課防災消防係
　☎ 22‐1111内線 205/206

市政の窓2022.2 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

④

　

12
月
３
日
（
金
）、
熊
本
県
で
、
第
51

回
九
州
障
害
者
福
祉
大
会
・
第
28
回
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修

会
の
式
典
が
開
催
さ
れ
、
西
之
表
市
身

体
障
害
者
協
会
の　

島　

男
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

島
さ
ん
は
、
同
会
の
会
長
を
13
年

間
務
め
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
等
で
参

加
者
の
体
力
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

な
ど
障
害
の
あ
る
方
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

作
り
に
取
り
組
み
、
社
会
参
加
の
促
進

に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
　

島
さ
ん
は
、「
会
長
と
し
て
長
年
活

動
を
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
。
残
り
の

任
期
も
全
う
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　　

1212
月月
1919
日
（
日
）、
市
民
会
館
で
、
第

日
（
日
）、
市
民
会
館
で
、
第

４
回
種
子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ッ

４
回
種
子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ッ

プ
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
（
種
子

プ
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
（
種
子

島
レ
オ
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

島
レ
オ
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

島
内
の
小
・
中
・
高
校
生

　

島
内
の
小
・
中
・
高
校
生
1818
名
が
出

名
が
出

場
し
、「
将
来
の
夢
」「
家
族
」「
種
子
島

場
し
、「
将
来
の
夢
」「
家
族
」「
種
子
島

の
魅
力
」
等
に
つ
い
て
表
現
力
豊
か
に

の
魅
力
」
等
に
つ
い
て
表
現
力
豊
か
に

ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
講
評
で
は
、「
ど
の
ス
ピ
ー

　

審
査
員
の
講
評
で
は
、「
ど
の
ス
ピ
ー

チ
も
と
て
も
素
晴
ら
し
い
。
一
番
大
切

チ
も
と
て
も
素
晴
ら
し
い
。
一
番
大
切

な
の
は
、
発
音
よ
り
も
皆
の
想
い
が
聞

な
の
は
、
発
音
よ
り
も
皆
の
想
い
が
聞

く
人
に
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
。
今
後
も

く
人
に
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
。
今
後
も

伝
わ
る
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
練
習
し

伝
わ
る
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
練
習
し

て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

出場者とレオクラブの皆さん

　　

1212
月月
2222
日
（
水
）、
女
性
を
支
援
す
る

日
（
水
）、
女
性
を
支
援
す
る

世
界
的
な
奉
仕
団
体
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ

世
界
的
な
奉
仕
団
体
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
種
子
島
（
山
﨑
雅
惠
会
長
）
が
、

ミ
ス
ト
種
子
島
（
山
﨑
雅
惠
会
長
）
が
、

障
害
者
支
援
施
設
た
ち
ば
な
園
に
ク
リ

障
害
者
支
援
施
設
た
ち
ば
な
園
に
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン

　

こ
れ
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
中
身
は
、
お

も
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
中
身
は
、
お

菓
子
や
み
か
ん
な
ど
。

菓
子
や
み
か
ん
な
ど
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ
た
利
用
者

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ
た
利
用
者

の
皆
さ
ん
は
、
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
ま

の
皆
さ
ん
は
、
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
ま

し
た
。

し
た
。

た
ち
ば
な
園
に
ク
リ
ス
マ
ス

た
ち
ば
な
園
に
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
届
け

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
届
け

　　

1010
月
に
曽
於
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第

月
に
曽
於
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第

3232
回
鹿
児
島
黒
牛
産
地
宣
伝
販
売
会
」

回
鹿
児
島
黒
牛
産
地
宣
伝
販
売
会
」

で
、畜
産
農
家
の
中
川
恭
子
さ
ん（
柳
原
）

で
、畜
産
農
家
の
中
川
恭
子
さ
ん（
柳
原
）

が
育
て
た
子
牛
（
素
牛
）
が
、
グ
ラ
ン

が
育
て
た
子
牛
（
素
牛
）
が
、
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　　

1212
月月
2424
日
（
金
）、
市
長
と
市
和
牛
振

日
（
金
）、
市
長
と
市
和
牛
振

興
会
の
沖
田
善
一
会
長
が
中
川
さ
ん
の

興
会
の
沖
田
善
一
会
長
が
中
川
さ
ん
の

自
宅
を
訪
問
し
、
市
の
畜
産
振
興
に
寄

自
宅
を
訪
問
し
、
市
の
畜
産
振
興
に
寄

与
し
た
功
績
を
称
え
て
記
念
品
と
感
謝

与
し
た
功
績
を
称
え
て
記
念
品
と
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
数
十
年
に
渡
っ
て
子
牛
の

　

こ
れ
ま
で
数
十
年
に
渡
っ
て
子
牛
の

生
産
に
携
わ
っ
て
き
た
中
川
さ
ん
は
、

生
産
に
携
わ
っ
て
き
た
中
川
さ
ん
は
、

「
こ
の
よ
う
に
お
祝
い
し
て
い
た
だ
き
、

「
こ
の
よ
う
に
お
祝
い
し
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

と
て
も
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

中
川
恭
子
さ
ん
の
子
牛

中
川
恭
子
さ
ん
の
子
牛

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

中川さんとグランドチャンピオンの親牛
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ま・ち・の・わ・だ・い

ｖ

現
和
校
区

現
和
校
区  

勧
学
祭

勧
学
祭

　

新
１
年
生
の
成
長
を
祈
願

　

新
１
年
生
の
成
長
を
祈
願

　

１
月
７
日
（
金
）、風
本
神
社
（
浅
川
）

　

１
月
７
日
（
金
）、風
本
神
社
（
浅
川
）

で
現
和
校
区
主
催
の
勧
学
祭
が
行
わ
れ

で
現
和
校
区
主
催
の
勧
学
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
１
年
生
と
な
る
子
ど
も

　

こ
れ
は
、
新
１
年
生
と
な
る
子
ど
も

の
健
康
と
向
上
心
を
祈
願
す
る
も
の
で

の
健
康
と
向
上
心
を
祈
願
す
る
も
の
で

す
。
今
年
は
４
名
が
対
象
と
な
り
、
保

す
。
今
年
は
４
名
が
対
象
と
な
り
、
保

護
者
や
学
校
関
係
者
、
地
域
の
方
々
、

護
者
や
学
校
関
係
者
、
地
域
の
方
々
、

市
長
、
教
育
長
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

市
長
、
教
育
長
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
１
年
生
に
な
っ
た

　

子
ど
も
た
ち
は
、
１
年
生
に
な
っ
た

ら「
勉
強
を
頑
張
り
た
い
」「
バ
レ
ー
ボ
ー

ら「
勉
強
を
頑
張
り
た
い
」「
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
し
た
い
」
な
ど
と
話
し
、
上
妻
健

ル
が
し
た
い
」
な
ど
と
話
し
、
上
妻
健

一
郎
区
長
は
、「
家
庭
と
学
校
と
地
域
が

一
郎
区
長
は
、「
家
庭
と
学
校
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

見
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　　

1212
月月
3131
日
（
金
）、
野
木
平
地
域
で
、

日
（
金
）、
野
木
平
地
域
で
、

民
俗
行
事
の
「
ト
シ
ド
ン
（
正
月
ド
ン
）」

民
俗
行
事
の
「
ト
シ
ド
ン
（
正
月
ド
ン
）」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
晦
日
の
夜
、
赤

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
晦
日
の
夜
、
赤

と
青
の
面
を
つ
け
た
来
訪
神
ト
シ
ド
ン

と
青
の
面
を
つ
け
た
来
訪
神
ト
シ
ド
ン

が
、
子
ど
も
の
い
る
家
を
訪
問
し
、
１

が
、
子
ど
も
の
い
る
家
を
訪
問
し
、
１

年
の
行
い
を
戒
め
ま
す
。

年
の
行
い
を
戒
め
ま
す
。

　
「
親
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
か
」

　
「
親
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
か
」

「
兄
妹
で
仲
良
く
し
て
い
る
か
」
と
聞
か

「
兄
妹
で
仲
良
く
し
て
い
る
か
」
と
聞
か

れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、泣
き
な
が
ら
「
は

れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、泣
き
な
が
ら
「
は

い
」
と
返
事
を
し
、
こ
れ
か
ら
良
い
子

い
」
と
返
事
を
し
、
こ
れ
か
ら
良
い
子

に
な
る
こ
と
を
ト
シ
ド
ン
と
約
束
し
ま

に
な
る
こ
と
を
ト
シ
ド
ン
と
約
束
し
ま

し
た
。

し
た
。

ト
シ
ド
ン
が
や
っ
て
来
た
！

ト
シ
ド
ン
が
や
っ
て
来
た
！

１
年
の
行
い
を
戒
め
る

１
年
の
行
い
を
戒
め
る

トシドンと約束する子どもたち

　　

１１
月月
1515
日
（
土
）、
現
和
校
区
の
各
地

日
（
土
）、
現
和
校
区
の
各
地

域
で
破
魔
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

域
で
破
魔
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

破
魔
は
、
悪
疫
退
散
や
無
病
息
災
、

　

破
魔
は
、
悪
疫
退
散
や
無
病
息
災
、

家
内
安
全
等
を
願
う
伝
統
行
事
で
す
。

家
内
安
全
等
を
願
う
伝
統
行
事
で
す
。

　

西
俣
地
域
で
は
、
八
幡
さ
ま
で
鎮
重

　

西
俣
地
域
で
は
、
八
幡
さ
ま
で
鎮
重

の
破
魔
の
儀
式
が
行
わ
れ
、
風
本
の
浜

の
破
魔
の
儀
式
が
行
わ
れ
、
風
本
の
浜

か
ら
運
ん
だ
清
め
の
砂
を
地
面
に
広
げ

か
ら
運
ん
だ
清
め
の
砂
を
地
面
に
広
げ

て
始
ま
り
ま
し
た
。
代
表
者
２
人
が
コ

て
始
ま
り
ま
し
た
。
代
表
者
２
人
が
コ

マ
を
交
互
に
転
が
し
、
弓
や
矢
を
使
っ

マ
を
交
互
に
転
が
し
、
弓
や
矢
を
使
っ

て「
え
い
」と
力
強
く
コ
マ
を
止
め
ま
す
。

て「
え
い
」と
力
強
く
コ
マ
を
止
め
ま
す
。

　

園
田
望
自
治
会
長
は
、「
破
魔
に
よ
っ

　

園
田
望
自
治
会
長
は
、「
破
魔
に
よ
っ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
さ
つ
ま

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
さ
つ
ま

い
も
基
腐
病
な
ど
、
悪
い
も
の
が
こ
れ

い
も
基
腐
病
な
ど
、
悪
い
も
の
が
こ
れ

以
上
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
し
て
、
地

以
上
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
し
て
、
地

域
の
発
展
を
願
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

域
の
発
展
を
願
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

現
和
各
地
域
で
破
魔
祈
祷

現
和
各
地
域
で
破
魔
祈
祷

鎮重の破魔の儀式（西俣） 　　

１１
月月
1111
日
（
火
）、
栖
林
神
社
弓
場
で

日
（
火
）、
栖
林
神
社
弓
場
で

大
的
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
的
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
的
始
式
は
、
５
０
０
年
以
上
続
く

　

大
的
始
式
は
、
５
０
０
年
以
上
続
く

伝
統
行
事
で
、
そ
の
年
の
悪
鬼
災
難
等

伝
統
行
事
で
、
そ
の
年
の
悪
鬼
災
難
等

を
払
い
清
め
、
島
内
の
平
安
・
無
病
息

を
払
い
清
め
、
島
内
の
平
安
・
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

災
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

　

射
手
６
人
が
３
番
６
射
を
行
い
、
計

　

射
手
６
人
が
３
番
６
射
を
行
い
、
計

3636
本
の
矢
で
直
径
約
１
・

本
の
矢
で
直
径
約
１
・
7575
ｍ
の
大
的

ｍ
の
大
的

を
射
ま
す
。
し
か
し
、
最
後
の
１
本
は

を
射
ま
す
。
し
か
し
、
最
後
の
１
本
は

「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
」
の
戒
め
に
よ
り
故

「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
」
の
戒
め
に
よ
り
故

意
に
外
さ
れ
ま
し
た
。

意
に
外
さ
れ
ま
し
た
。

　

強
風
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

　

強
風
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
方
が
観
覧
に
訪
れ
ま
し
た
。

が
、
多
く
の
方
が
観
覧
に
訪
れ
ま
し
た
。

大大お
ま
と
は
じ
め
し
き

お
ま
と
は
じ
め
し
き

的
始
式

的
始
式
で
無
病
息
災
を
祈
願
（
県
指
定
文
化
財
）

で
無
病
息
災
を
祈
願
（
県
指
定
文
化
財
）

⑤ 市政の窓2022.2 月号



⑥

市市
の
取
組
み

の
取
組
み

市
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
や
政
策
な
ど
を
こ
こ
で

み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

教えて！

　

１
月
６
日
（
木
）、
教
育
委
員
と
し
て

　

１
月
６
日
（
木
）、
教
育
委
員
と
し
て

任
命
さ
れ
た
下
田
眞
澄
さ
ん
と
小
倉
愛

任
命
さ
れ
た
下
田
眞
澄
さ
ん
と
小
倉
愛

子
さ
ん
に
、
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

子
さ
ん
に
、
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
は
、
教
育
政
策
の
提
案
や
、

　

教
育
委
員
は
、
教
育
政
策
の
提
案
や
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
行
政
へ
伝
え
た
り
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
行
政
へ
伝
え
た
り
、

教
育
委
員
会
の
政
策
を
住
民
へ
伝
え
た

教
育
委
員
会
の
政
策
を
住
民
へ
伝
え
た

り
す
る
な
ど
、
住
民
と
教
育
の
パ
イ
プ

り
す
る
な
ど
、
住
民
と
教
育
の
パ
イ
プ

役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

下
田
さ
ん
は
、
小
学
校
の
教
師
と
し

　

下
田
さ
ん
は
、
小
学
校
の
教
師
と
し

て
長
年
教
育
現
場
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

て
長
年
教
育
現
場
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
小
倉
さ
ん
は
、
学
校
の
Ｐ

た
。
ま
た
、
小
倉
さ
ん
は
、
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
等
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ａ
活
動
等
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
辞
令
交
付
式

教
育
委
員
辞
令
交
付
式

　

第
６
次
長
期
振
興
計
画
後
期
基
本
計

　

第
６
次
長
期
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
６
月
４
日
（
金
）

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
６
月
４
日
（
金
）

に
市
長
か
ら
振
興
計
画
審
議
会
に
諮
問

に
市
長
か
ら
振
興
計
画
審
議
会
に
諮
問

を
行
い
、

を
行
い
、
1212
月月
1616
日
（
木
）
に
塩
﨑
義

日
（
木
）
に
塩
﨑
義

政
会
長
が
市
長
へ
答
申
し
ま
し
た
。

政
会
長
が
市
長
へ
答
申
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
２
つ
の
部
会
及
び
全

　

審
議
会
で
は
、
２
つ
の
部
会
及
び
全

体
会
で
計

体
会
で
計
1212
回
の
会
議
を
開
催
し
、
議

回
の
会
議
を
開
催
し
、
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を

も
と
に
、
後
期
基
本
計
画
を
決
定
し
、

も
と
に
、
後
期
基
本
計
画
を
決
定
し
、

令
和
４
年
度
か
ら
４
年
間
、
計
画
に
基

令
和
４
年
度
か
ら
４
年
間
、
計
画
に
基

づ
き
政
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

づ
き
政
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

長
期
振
興
計
画
（
後
期
）
答
申

長
期
振
興
計
画
（
後
期
）
答
申

▲ 左から下田眞澄さん、小倉愛子さん

　

榕
城
小
学
校
児
童
合
唱
団
（
団
員

　

榕
城
小
学
校
児
童
合
唱
団
（
団
員
1818

名
）
は
、
自
分
た
ち
の
歌
声
で
高
齢
者

名
）
は
、
自
分
た
ち
の
歌
声
で
高
齢
者

の
皆
さ
ん
を
元
気
に
し
よ
う
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
皆
さ
ん
を
元
気
に
し
よ
う
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
成
し
、
６
月
に
市
内

を
作
成
し
、
６
月
に
市
内
1313
か
所
の
高

か
所
の
高

齢
者
施
設
へ
市
を
通
じ
て
届
け
ま
し
た
。

齢
者
施
設
へ
市
を
通
じ
て
届
け
ま
し
た
。

　

同
団
は
、
前
回
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

　

同
団
は
、
前
回
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
1414
曲
を
曲
を

加
え
、
全

加
え
、
全
2828
曲
と
な
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
届

曲
と
な
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
届

け
る
た
め
、

け
る
た
め
、
1212
月月
2020
日
（
月
）
に
来
庁

日
（
月
）
に
来
庁

し
ま
し
た
。
合
唱
団
の
皆
さ
ん
は
、「
ク

し
ま
し
た
。
合
唱
団
の
皆
さ
ん
は
、「
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
う
時
は
、
サ
ン

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
う
時
は
、
サ
ン

タ
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
歌
う
な
ど
、
雰

タ
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
歌
う
な
ど
、
雰

囲
気
を
出
す
工
夫
を
し
た
。
私
た
ち
の

囲
気
を
出
す
工
夫
を
し
た
。
私
た
ち
の

歌
を
聴
い
て
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
幸
せ

歌
を
聴
い
て
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
幸
せ

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

榕
城
小
児
童
合
唱
団

榕
城
小
児
童
合
唱
団 

高
齢
者
施
設
へ
歌
声
届
け
る
（
第
２
弾
）

高
齢
者
施
設
へ
歌
声
届
け
る
（
第
２
弾
）

　

１
月

　

１
月
1515
日
（
土
）、
市
婚
活
応
援
プ
ロ

日
（
土
）、
市
婚
活
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
本
市
初
の
試
み
と

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
本
市
初
の
試
み
と

な
る
「
種
子
島

な
る
「
種
子
島online

online

婚
活
」
を
開
催

婚
活
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

男
性
参
加
者
は
、
事
前
に
「
ス
キ
ル

　

男
性
参
加
者
は
、
事
前
に
「
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
結
婚
に
関
す
る

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
結
婚
に
関
す
る

価
値
観
や
身
だ
し
な
み
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

価
値
観
や
身
だ
し
な
み
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
婚
活

シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
婚
活

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
市
内
在

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
市
内
在

住
の
男
性
５
名
と
、
県
内
在
住
の
女
性

住
の
男
性
５
名
と
、
県
内
在
住
の
女
性

５
名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
結
果
、

５
名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
結
果
、

３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
最
初
は
不
安
で
緊

　

参
加
者
か
ら
は
「
最
初
は
不
安
で
緊

張
し
た
が
、
楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う
間

張
し
た
が
、
楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う
間

だ
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

だ
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
婚
活
で
カ
ッ
プ
ル
成
立

オ
ン
ラ
イ
ン
婚
活
で
カ
ッ
プ
ル
成
立

「スキルアップセミナー」講師 鮫島 政志さん ▲
（一社）ココロザシチャレンジ代表理事 /本市出身
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市
長
独
言
№ 58
…
遠
く
で
近
づ
く
鳥
の
声

　

北
西
の
季
節
風
が
お
さ
ま
り
、
障
子
窓
が
薄
明
る
く
な
り
始
め
た
早
朝
、
戸
外
か
ら

小
鳥
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
季
節
に
よ
く
見
か
け
る
ゼ
ッ
チ
ャ
ー
（
ウ
グ

イ
ス
）、
シ
ロ
ハ
ラ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
そ
れ
と
も
セ
キ
レ
イ
か
。
遠
く
か
ら
近

づ
く
小
さ
な
鳴
き
声
に
耳
を
傾
け
、
閑
静
さ
に
気
づ
き
ま

し
た
。

　
　

古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音

　
　

閑
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
声

　

い
ず
れ
も
松
尾
芭
蕉
の
名
句
で
す
。
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

は
、
禅
の
境
地
で
あ
る
と
か
、
蛙
や
蝉
の
種
類
と
か
、
論

争
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
。
私
は
「
閑し

ず
か

さ
」
に
つ
い

て
情
景
を
想
像
し
ま
し
た
。
住
ま
い
の
庵
で
、
あ
る
い
は

旅
の
歩
を
休
め
た
道
端
で
、
芭
蕉
は
、
一
帯
の
静
か
さ
に

気
づ
き
ま
す
。
蛙
が
水
中
に
消
え
波
紋
が
広
が
る
。
岩
の

奥
深
く
に
蝉
の
声
が
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
、
そ
ん
な
空
間

に
身
を
置
い
て
、
芭
蕉
の
心
も
、
穏
や
か
さ
に
包
ま
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

種
子
島
は
、
静
か
な
島
で
す
。
小
さ
な
音
や
声
が
澄
み

渡
っ
て
聞
こ
え
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
騒
音
が
無

い
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
騒
音
の
有
無
や
大
小

に
つ
い
て
、「
う
る
さ
い
」
と
か
「
さ
ほ
ど
で
は
な
い
」
と
か
い
う
以
外
に
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
観
点
で
す
。
わ
が
ふ
る
さ
と
は
、
静
穏
と
い
う
貴
重
な
宝
を
備
え
て
い
る
と
、

改
め
て
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
今
年
の
破
魔
祈
祷
は
穏
や
か
な
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
現

和
の
田
之
脇
と
西
俣
の
破
魔
行
事
に
参
加
し
な
が
ら
、
沖
の
瀬
に
た
た
ず
む
海
鵜
の
姿

を
見
、
刈
田
を
飛
び
立
つ
野
鳥
の
羽
音
や
、
神
社
の
境
内
で
一
射
ご
と
に
歓
声
や
嘆
息

の
広
が
っ
た
空
間
を
思
い
起
こ
し
て
い
ま
す
。

近所で見かけたウグイス（左）とヤマガラ

【作り方】
① 大根、にんじんは千切りにして塩を少々加える。
② ザコは、頭と内臓、骨をとり、塩で軽く揉んでぬめりをとる。水洗いした後、軽くひたるくらいの
酢で洗って水気を切る。
③ 炒ったピーナッツをすり鉢でよくすり潰し、ⒶⒶを加え、①②を入れてあえる。（ダイダイ酢は、果実
をしぼって使用。市販の食酢でも良い）

【材料】（4人分）
ザコ（キビナゴ）…200g（40匹）
大根…………………300g
にんじん……………70g
〈ザコ用〉
塩（塩もみ用）……ひとつまみ
酢 (酢洗い用 )………30㏄
〈大根・にんじん用〉
塩……………………ひとつまみ

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 177 弾第 177 弾
★さっぱり栄養満点

ザコのスザー（酢の物）ザコのスザー（酢の物）
ピーナッツ…100g
酢（ダイダイ酢）
　　…………70㏄
砂糖…………大さじ 3
薄口醤油……大さじ 2［ⒶⒶ
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■問い合わせ先
①応募の詳細…表中の担当課にご連絡いただくか、市ホームページをご覧ください。
②制度や募集全体に関すること…市役所総務課人事係　☎ 22‐1111内線 204

　令和 4年度の会計年度任用職員の募集を次のとおり行います。

【申込方法】
　会計年度任用職員募集案内（担当課備付または市ホームページからダウンロード可）を確認、必要事項
を記入のうえ、表の募集担当課へ提出してください。

【申込期間】
　1月 25日（火）～ 2月 10日（木） 17：15必着
【任用期間】
　4月 1日（金）～令和 5年 3月 31日（金）
◆  募集職種、募集定員、給料額、担当課などは、表をご参照ください。
◆ 募集定員は、1月 25日時点の予定人数です。今後、予算の状況による事業の中止、廃止、縮小などで
採用人数等の変更がある場合があります。予めご了承ください。
◆ その他、日雇いの職員（１日限りの任用）の募集を行っています。ホームページに随時掲載いたします。

令和 4年度  西之表市令和 4年度  西之表市　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　  募集募集会 計 年 度 任 用 職 員会 計 年 度 任 用 職 員
（令和４年４月１日から任用）（令和４年４月１日から任用）

西之表市　会計年度任用職員

※期…期末手当、社…社会保険、雇…雇用保険、退手…退職手当、条件…採用条件
※市役所☎ 0997‐22‐1111（代表）

職名
（募集定員…人）

勤務
場所 勤務内容 勤務

日数 勤務時間 給料 期 社 雇 退手
条
件

担当課
（電話・内線）

  フルタイム
介護支援専門員

（1）

高齢者支援課

ケアプラン作成

8：30
～

17：15

154,900 円～
195,500円 /月

〇 〇 × 〇 有

高齢者支援課
（内 330）

社会福祉士
（1）

高齢者の総合相談や権利擁護事
務 〇 〇 × 〇 有

保健師
（1） 介護予防に係る相談・支援業務 〇 〇 × 〇 有

道路維持作業員
（2）

市内の市道、農
道、林道等

１市道、農道、林道の草払い等
２側溝清掃、舗装補修、高枝伐
採等

183,600 円～
193,400円 /月 〇 〇 × 〇 有

建設課
（内 239）

地籍調査員
（1）

財産監理課
地籍調査業務 150,600 ～

195,500/ 月 〇 〇 × 〇 ― 財産監理課
（内 288）

一般事務
（1） 用地事務

146,100 円～
165,900円 /月

〇 〇 × 〇 ― 財産監理課
（内 284）

一般事務
（1） 税務課 家屋全棟調査 〇 〇 × 〇 ― 税務課

（内 235）

集落支援員
（1） 立山公民館 校区運営支援（立山） 〇 〇 × 〇 ― 地域支援課

（内 215）

学校用務員
（2） 小・中学校 学校内外の環境整備等 8：15

～
16：45

147,900 円～
164,700円 /月 〇 〇 × 〇 ― 教育委員会

総務課
（内 252）学校図書館司書

（1） 小学校 学校図書館の管理運営等 146,100 円～
165,900円 /月 〇 〇 × 〇 ―

常 

勤 

と 

同 

じ

次ページへ続く
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職名
（募集定員…人）

勤務
場所 勤務内容 勤務

日数 勤務時間 給料 期 社 雇 退手
条
件

担当課
（電話・内線）

  パートタイム
事務補助
（若干名）

総務課 簡単な事務作業
月15日

9：00
～

17：00

897 円～
925円 /時

〇 〇 〇 × ―
総務課

（内 204）事務補助
（若干名） 月12日 〇 × × × ―

看護師
（1） 健康保険課 訪問看護・健診補助

月15日

951円～
1,201円 /時

〇 〇 〇 × 有 健康保険課
（内 312）

看護師
（1）

高齢者支援課

訪問による高齢者の指導・助言 〇 〇 〇 × 有

高齢者支援課
（内 330）

歯科衛生士
（1）

口腔機能向上に係る介護予防業
務 〇 〇 〇 × 有

生活支援コー
ディネーター
（3）

地域における高齢者の生活支援
に関するコーディネート業務 897円～

1,019円 /時

〇 〇 〇 × ―

一般事務
（1） 農林水産課 農地中間管理事業を活用した農

地の貸し借り推進活動業務 〇 〇 〇 × 有 農林水産課
（内 245）

子ども家庭支援員
（1） 福祉事務所 相談対応 925円～

1,201円 /月 〇 〇 〇 × 有
福祉事務所
（内 313）

事務補助
（4） 小・中学校 特別支援教育支援員 180日 /年

8：30
～

16：00
（この間の 5
時間 30分）

897円～
925円 /時 〇 × × × ― 学校教育課

（内 255）

一般事務
（1） 青少年ホーム 適応指導教室指導員 100日 /年

8：30
～

15：00
897 円～
1,019円 /時 × × × × ―

学校教育課
（内 255）

安い掛け金で大きな補償！  令和 4年度  交通災害共済の受付を開始します

　毎日どこかで交通事故は起きています。交通事　毎日どこかで交通事故は起きています。交通事
故が起きると、被害者や加害者はもちろん、それ故が起きると、被害者や加害者はもちろん、それ
ぞれの家族の方にとっても大きな負担となります。ぞれの家族の方にとっても大きな負担となります。
　交通災害共済は、万一交通事故にあったとき、　交通災害共済は、万一交通事故にあったとき、
市民一人一人が掛金を出し合って助け合うことを市民一人一人が掛金を出し合って助け合うことを
目的とした、相互扶助制度です。一家そろって加目的とした、相互扶助制度です。一家そろって加

入しましょう。入しましょう。
※交通事故にあったら必ず警察署に届けましょう。※交通事故にあったら必ず警察署に届けましょう。

■問い合わせ先
　市役所市民生活課環境安全係
　☎ 22‐1111内線 304

【共済の内容】交通事故で死亡または傷害を受けた場合に、条例の規定による見舞金が支払われます。【共済の内容】交通事故で死亡または傷害を受けた場合に、条例の規定による見舞金が支払われます。
項　目 　　　　　　　　　　　　　　内　　　容

加入できる方 　本市に住民登録をしている方
（就学または季節的出稼ぎのため、他の市町村に住んでいても加入することができます。）

掛け金 　1人につき 300円（0歳～小学校 1年生は特別会員として免除）

共済期間 　令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日まで
　（4月 1日以降申込みの場合、会費納入日の翌日～令和 5年 3月 31日）

加入方法

　令和 4年 2月中旬に全世帯へ郵送される加入申込書（圧着ハガキ）に会費を添えて、
市民生活課、公金取扱所（市役所１階）または、市内の金融機関（ゆうちょ銀行を除く）
で申込んでください。申込書がない場合は、市民生活課で再交付します。
※行政連絡員による配布は行っておりません。

見舞金の額
　死亡の場合…死亡見舞金 100万円を支給
　5日以上の治療を要する傷害を受けた場合…傷害見舞金15,000 円に、入院実日数 1日に
つき 1,100 円（250日を限度）または通院実日数１日につき 800円を加算した額を支給

請求期間 　交通事故発生日から 2年間
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⑩

この空き家この空き家
どがんすいちゅ～？どがんすいちゅ～？

訳）どうしようかなぁ訳）どうしようかなぁ

　11月 28 日（日）、川商ハウス主催の相談会が
開催されました。開始時間前から続々と相談者が
来場し、持ち家の管理や相続、売買など様々な相
談がありました。
　午後からは司法書士や弁護
士による相続関連のセミナー
が行われ、多くの方が参加し、
関心の高さが伺えました。

不動産相談会、大盛況！不動産相談会、大盛況！

　新規の登録件数は、昨年より減少しましたが、
借りたい方の問い合わせは多く、空き家バンクの
HPもアクセスが増えています。空き家の数に対
し借りたい方の需要が高くなっている状況です。

■問い合わせ先
　市役所地域支援課協働推進係
　☎ 22‐1111内線 214

※（赤字）は仮登録の数（令和 3年 12 月現在）

令和 3年度空き家バンク新規登録件数令和 3年度空き家バンク新規登録件数

榕城 下西 安納 合計
空き家バンク登録数（件数） 5 2 （1） 7
内）空き家バンクリフォー
ム補助を活用（件数）

2
（1） 2 （1） 4

リフォーム補助事業活用事例リフォーム補助事業活用事例
　リフォームを活用することで、借りる方の需要
も高まる傾向にあります。

ビフォービフォー

アフターアフター

▲ サイトはこちら

　リフォーム補助事
業でシステムキッチ
ンを取付けました！
　他にもたくさんの
事例があります。

Ｅ
Ｖ
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー

Ｅ
Ｖ
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー

　
　
　
　
　

２
月
１
日
運
行
開
始
！

　
　
　
　
　

２
月
１
日
運
行
開
始
！

柳
原
線
・
立
山
線
・
古
田
線

国
上
線
・
住
吉
線

　

２
月
１
日
（
火
）
か
ら
、
西
之
表
市

　

２
月
１
日
（
火
）
か
ら
、
西
之
表
市

公
共
交
通
の
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー「
ど

公
共
交
通
の
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー「
ど

ん
が
タ
ク
シ
ー
」
と
し
て
Ｅ
Ｖ
（
電
気

ん
が
タ
ク
シ
ー
」
と
し
て
Ｅ
Ｖ
（
電
気

自
動
車
〈
日
産
・
リ
ー
フ
〉）
が
運
行
を

自
動
車
〈
日
産
・
リ
ー
フ
〉）
が
運
行
を

開
始
し
ま
す
。

開
始
し
ま
す
。

　

ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法
等
に

　

ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法
等
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
更
は
あ
り

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
は
、
写
真
の
車
両
が

ま
せ
ん
が
、
今
後
は
、
写
真
の
車
両
が

迎
え
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

迎
え
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

【
Ｅ
Ｖ
導
入
路
線
】

【
Ｅ
Ｖ
導
入
路
線
】

　

青
色
の
車
両
…
国
上
線
・
住
吉
線

　

青
色
の
車
両
…
国
上
線
・
住
吉
線

〈（
株
）
市
丸
タ
ク
シ
ー
〉

〈（
株
）
市
丸
タ
ク
シ
ー
〉

　

緑
色
の
車
両
…
柳
原
線
・
立
山
線
・

　

緑
色
の
車
両
…
柳
原
線
・
立
山
線
・

古
田
線
〈
は
や
し
タ
ク
シ
ー
〉

古
田
線
〈
は
や
し
タ
ク
シ
ー
〉

【
運
行
方
法
】

【
運
行
方
法
】

　

予
約
者
数
３
名
以
下
の
際
に
Ｅ
Ｖ
で

　

予
約
者
数
３
名
以
下
の
際
に
Ｅ
Ｖ
で

運
行
。
４
名
以
上
の
場
合
は
従
来
ど
お

運
行
。
４
名
以
上
の
場
合
は
従
来
ど
お

り
ワ
ゴ
ン
車
両
で
運
行
し
ま
す
。

り
ワ
ゴ
ン
車
両
で
運
行
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
企
画
課
政
策
推
進
係

　

市
役
所
企
画
課
政
策
推
進
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
３

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
３

緑…柳原・立山・古田線（はやしタクシー）、青…国上・住吉線（市丸タクシー）
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令和 4年度健診希望調査を実施します令和 4年度健診希望調査を実施します
　　　　※健診希望調査票が届いた方は必ずご返信ください。
　令和４年度の健診に向けて、受診対象となる皆様に「健診
希望調査票」を 1月下旬に郵送します。令和 4年度の受診
希望の調査です。
　内容をご確認、ご記入のうえ、同封してある返信用封筒で
返信をお願いします。（保健センターすこやかに直接提出可）
【返信期限】2 月 18 日（金）まで

■問い合わせ先
　市保健センターすこやか
　☎ 24‐3233

※郵送物イメージ
希望調査票を返信頂いた方には…

・事前に、問診票等の健診キットをご自宅に郵送します。
　　→受診忘れを防ぐことができます！
・ご自宅で問診票の記入や採尿等を済ませてから来場できます。
　　→健診当日、スムーズに受付できます！

　

こ
の
書
は
な
ん
と
読
む
の
で
し
ょ
う
│
│
。

西
之
表
市
役
所
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
種
子
島
の
前
田
家
で
発
見
さ
れ
た
遺

墨
だ
そ
う
で
す
。

　

雄
渾
な
筆
蹟
で
、
漢
文
は
「
君
父
師
友
」
と

読
め
ま
す
。
署
名
に
「
天
囚
彦
」
と
あ
る
の
で
、

前
田
豊
山
に
学
ん
だ
西
村
天
囚
（
名
は
時
彦
）

の
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
君
父
」
と

は
主
君
と
父
親
。「
師
友
」
と
は
先
生
と
友
人
。

つ
ま
り
「
君
父
師
友
」
と

は
、
主
君
や
父
親
の
師
で

あ
り
友
で
あ
る
人
の
こ
と

で
、
こ
れ
は
、
天
囚
か
ら

見
た
前
田
豊
山
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ

ま
す
。

　

天
囚
は
三
歳
の
時
に
父

が
亡
く
な
り
、
父
の
友
人

で
あ
っ
た
豊
山
に
教
育
を

託
さ
れ
ま
す
。
ま
た
豊
山

は
種
子
島
守
時
の
補
佐
役

を
務
め
て
い
ま
し
た
。
豊

山
は
主
君
守
時
に
と
っ
て

　

本
市
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
と
共
同
研
究
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
発
見

　

本
市
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
と
共
同
研
究
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
発
見

さ
れ
た
「

さ
れ
た
「
遺遺い

ぼ
く

い
ぼ
く墨墨

（
※
）」
に
つ
い
て
、
湯
浅
教
授
が
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

」
に
つ
い
て
、
湯
浅
教
授
が
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

も
、
天
囚
の
父
に
と
っ
て
も
、
す
ぐ
れ
た
先
生

で
あ
り
友
人
だ
っ
た
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
う

し
た
尊
敬
の
気
持
ち
を
込
め
て
天
囚
か
ら
豊
山

に
贈
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
種
子
島
氏
と
前
田
家
と
は
君
臣
の
関

係
で
、
友
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
「
師
友
」

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
中
国
古
典

の
世
界
で
は
、
す
ぐ
れ
た
臣
下
は
王
の
師
で
あ

り
友
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

わ
ず
か
七
歳
で
家
督
を
継
い
だ
守
時
は
、
豊
山

を
師
友
と
し
て
頼
り
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
署
名
の
前
に
「
明

治
己
亥
初
冬
」
と
あ
る
こ
と
で
す
。「
己
亥
」（
つ

ち
の
と
い
）
は
明
治
三
十
二
年
（
一
八
八
九
）。

こ
の
年
は
、
当
時
六
十
八
歳
の
豊
山
が
上
京
し

て
二
ヶ
月
余
り
天
囚
宅
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。

豊
山
の
悲
願
で
あ
っ
た
種
子
島
氏
の
授
爵
に
つ

い
て
天
囚
に
相
談
す
る
た
め
で
す
。
天
囚
は
種

子
島
家
の
功
績
を
ま
と
め
て
『
南
島
偉
功
伝
』

を
刊
行
し
、
翌
年
、
守
時
は
男
爵
の
爵
位
を
授

け
ら
れ
ま
す
。「
君
父
師
友
」
は
、
豊
山
・
天
囚
・

種
子
島
氏
に
と
っ
て
記
念
碑
と
も
言
え
る
遺
墨

だ
っ
た
の
で
す
。

▲ 発見された遺墨▲ 発見された遺墨

※
遺
墨
…
故
人
の
遺
し
た
書
画

※
遺
墨
…
故
人
の
遺
し
た
書
画

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
企
画
課
歴
史
文
化
活
用
係

　

市
役
所
企
画
課
歴
史
文
化
活
用
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
８
０

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
８
０
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　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ

飼い猫はルールを守って飼いましょう
～ 2月は「猫の適正飼養推進月間」～

 お 知
   ら せ

①室内で飼いましょう
　飼い猫を、交通事故や猫同士のけんか、感染
症などから守るため、室内飼育をしましょう。
野外では、フン尿、鳴き声やゴミを荒らすなど、
周りに迷惑をかけてしまうことがあります。
②繁殖制限をしましょう
　1匹の猫から子猫が生まれ、1年後には合計
で 20匹以上増えることもあります。増えてい
く猫の世話が難しい場合は、不妊・去勢手術を
して、むやみに増えないようにしましょう。ま
た、不妊・去勢手術をすることで、病気の予防
やストレスの軽減、マーキング行為の減少に繋
がることもあります。
③所有者明示をしましょう
　ドア・窓のすき間からの脱走や、突然の災害
で行方不明になることも考えられます。名前や
連絡先を書いた迷子札を首輪に付けるなど、所
有者明示をしましょう。

■問い合わせ先
　西之表保健所 ☎ 22‐0032
　市役所市民生活課環境安全係
　☎ 22‐1111内線 304

相続手続を応援します
　　　「法定相続情報証明制度」

 お 知
   ら せ

　平成29年5月29日から、全国の法務局で「法
定相続情報証明制度」を開始しました。この制
度は、法定相続人が誰であるのかを登記官が証
明する制度です。
　相続手続では、お亡くなりになられた方の戸
籍謄本等の束を、相続手続を取り扱う各種窓口
に何度も出し直す必要があります。
　法定相続情報証明制度は、登記所（法務局）
に戸籍謄本等の束と相続関係を一覧に表した図
（法定相続情報一覧図）を提出することで、登
記官が審査してその一覧図に認証文を付した写
しを「無料」で必要な通数を交付することがで
きます。
　この法定相続情報一覧図の写しを利用するこ
とで、相続に関する各種手続に戸籍謄本等の束
を何度も出し直す必要がなくなり、預貯金の払
戻し、相続税の申告、年金手続等、各種相続手
続にかかる負担が少なくなりますので、ご利用
ください。
　制度の詳細は、法務局ホームページ（http://
houmukyoku.moj.go.jp）をご確認ください。

■問い合わせ先
　鹿児島地方法務局種子島出張所
　☎ 22‐0668

避妊に失敗したかもしれない、
生理が遅れている等で悩んでいませんか？

 お 知
   ら せ

　孤立感や不安を抱えた若年妊産婦等が身近に
相談できるよう、LINE を利用したオンライン
相談窓口「かごぷれホットライン」を開設しま
した。
　チャットボット（自動返信システム）により、
24時間対応で情報が得られます。チャットボッ
トによる相談で問題が解決できない場合等は、
匿名でメールや電話での個別相談が可能です。
【利用方法】「@kagopre」（すべて半角）で検
索し、LINE 公式アカウント「かごぷれホット
ライン」を友だち登録して利用ください。

■問い合わせ先
　県庁子ども家庭課 ☎ 099‐286‐2775
　mail：boshi@pref.kagoshima.lg.jp

小児救急電話相談のご案内 お 知
   ら せ

　夜間における子どもの急な病気・けがなどに
ついて、看護師等が応急処置や医療機関受診の
必要性などの助言を電話で行います。
【受付時間】
　平日・土曜日　19時～翌朝 8時
　日曜日・祝日・年末年始　8時～翌朝 8時
【電話番号】
　「＃ 8000」番または「099‐254‐1186」
※あくまで電話相談であり、判断の参考として
もらうための助言となります。
■問い合わせ先
　県庁子ども家庭課 ☎ 099‐286‐2763

⑫市政の窓 2022.2 月号



※市県民税申告の結果「確定申告」が
必要となった場合
…市で作成した確定申告書を種子島
税務署へ e-Tax で送信することにご
同意ください。
　なお、e-Tax「利用者識別番号」
を提示していただくと手続きがス
ムーズです。

市県民税申告2/8（火）‐3/16（水）
　この期間に市役所税務課が各地域を巡回し、市県民税申
告の受付を行います。
　詳しい受付日程等は、次のいずれかでご確認ください。

① 12月 27日付で全戸配布したチラシ「令和 4年
度市県民税申告について（お知らせ）」
②市ホームページ→くらしの情報→税金→「令和 4
年度市県民税申告がはじまります」

　軽自動車税（種別割）は、毎年４月１日時点の
バイクや軽自動車、小型特殊自動車（農耕用含む）
などの所有者に対して課税される税金です。
４月２日以降に廃車等の手続きをした場合、月

割りはせず１年分の税金を納めていただくことに
なりますので、ご注意ください。

※軽自動車税（種別割）の納期限は 5 月 31 日（火）
です。納税通知書は、５月上旬に発送予定です。
　詳しくは、お問い合わせください。

　軽自動車税は４月１日時点の所有者に課税されます！
　　　　　　廃車等の手続きは３月 31 日（木）３月 31 日（木）までに済ませましょう

■問い合わせ先
　市役所税務課市税係
　☎ 22‐1111内線 229/233

※種別ごとに窓口が異なりますのでご注意ください。
軽自動車種別 受付窓口・問い合わせ先
原動機付自転車
（125cc 以下）

 市役所税務課市税係
 ☎ 22‐1111
 内線 229/233

ミニカー

小型特殊自動車
（農耕作業用も含む）

軽二輪
（125cc超～250cc
以下の二輪車）

 九州運輸局 鹿児島運輸支局
 ☎ 050‐5540‐2089
 鹿児島市谷山港 2丁目 4‐1二輪の小型自動車

（250cc を超える
　　　　　二輪車）

解体、使用不能、紛失等

転売、譲渡、所有者が亡くなった場合

市外へ転出・市内へ転入した場合

廃車の手続きを行ってください。特に、軽自動
車は、解体が済んでいても、右記窓口での廃車手
続きが済んでいない場合は課税されますのでご注
意ください。

　名義変更の手続きを行ってください。

住所変更の手続きを行ってください。

■問い合わせ先
　市役所税務課市税係☎ 22‐1111内線 229/233

軽三輪  全国軽自動車協会連合会
 鹿児島事務所（鹿児島県軽
自動車協会）
 ☎ 099‐261‐4011
 鹿児島市谷山港 2丁目 4‐42

軽四輪（乗用・貨物）

2月 8日（火）    中割校区
2月 9日（水）    立山校区
2月 10日（木）  安城校区
2月 14日（月）  古田校区
2月 15日（火）安納校区
2月 16日（水）～ 2月 17日（木）  住吉校区
2月 18日（金）～ 2月 22日（火）  国上校区
2月 24日（木）～ 2月 25日（金）  伊関校区
2月 28日（月）～ 3月 2日（水）    現和校区

3月 3日（木）上西校区
3月 4日（金）～ 3月 7日（月）     下西校区
3月 8日（火）～ 3月 15日（火）  榕城校区
3月 15日（火）～ 3月 16日（水）  予備日
※土日・祝日は除く。
※各地域の受付時間、会場は上記の①②でご
確認をお願いします。

令和４年度 市県民税申告受付日程

⑬ 市政の窓2022.2 月号



国
際
交
流
に
向
け
て

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

☎

　

☎
22
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２

２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２

№ 31

　

皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
国
際
交
流
員
の
ラ
イ
ア

ン
で
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

さ
て
、
今
ま
で
書
い
て
き
た
私
の
旅

は
、
友
達
に
会
い
に
行
く
の
が
目
的
で

し
た
。
彼
ら
と
会
い
、
そ
し
て
別
れ
、

更
に
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
グ
ラ
ン
ド
・

キ
ャ
ニ
オ
ン
も
見
に
行
っ
た
の
で
、
観

賞
も
終
わ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
と
思

い
長
い
家
路
に
着
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
途
中
に
も
う
一
つ
観

光
地
に
寄
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
、

私
の
旅
の
最
終
章
と
し
て
そ
こ
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
リ
ゾ
ナ
州
の
東
部
に
、
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
の
物
語
に
出
て
き
そ
う
な
名
前
の

国
立
公
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
化

石
の
森
」
で
す
。
化
石
の
森
は
、
大
昔

に
倒
れ
た
木
が
有
名
で
す
。
木
の
幹
の

物
質
が
結
晶
し
、
現
在
ま
で
残
っ
て
い

ま
す
。
で
も
、
興
味
深
い
の
は
、
そ
の

木
々
が
い
つ
倒
れ
た
の
か
、
で
す
。
そ

れ
は
、
な
ん
と
、
２
億
２
５
０
０
万
年

前
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
！
想
像
で

き
な
い
時
間
の
長
さ
で
す
ね
。
そ
の
時

は
、
人
類
ど
こ
ろ
か
、
私
た
ち
が
知
っ

て
い
る
世
界
の
大
陸
も
ま
だ
存
在
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
全
て
の
大
陸
が
互
い
に

く
っ
つ
い
て
い
て
、「
パ
ン
ゲ
ア
」
と
い

う
一
つ
の
莫
大
な
大
陸
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
座
標
は
現
在
よ
り
赤
道

に
近
か
っ
た
で
す
か
ら
、
そ
こ
は
、
今

は
荒
地
に
見
え
ま
す
が
、
昔
は
種
子
島

の
ヘ
ゴ
自
生
群
落
に
似
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

２
億
年
以
上
前
か
ら
ず
っ
と
横
た

わ
っ
て
き
た
そ
の
木
々
を
見
る
と
、
色

ん
な
こ
と
が
心
に
浮
か
び
、
良
い
思
い

出
と
な
り
、
寄
っ
て
帰
っ
て
良
か
っ
た

で
す
。
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

ラ
イ
ア
ン
の
旅
⑥

ラ
イ
ア
ン
の
旅
⑥        「
化
石
の
森
」

「
化
石
の
森
」

▲ 化石の森にある珪化木です。▲ 化石の森にある珪化木です。

【効果】
　腹筋強化／腸の活性化／消化機能の改善／体幹やバランス感覚の
強化など
【禁忌】
　低血圧の方、妊娠中の方は行わないでください。
【方法】
　①体育座りをします。
　②足を床と平行に上げます。
　③手を床と平行に上げて、「船のポーズ」の完成です。
　④無理なく 10～ 30秒キープしてみましょう。
【オプション】
　ご家族やお子様と手をつないで、足の裏を合わせて、一緒にゆっ
くりと上げていきましょう。
　手をオールがわりに漕ぐマネをするとより効果が上がります。

「誰でも簡単おうちでヨガ」無料DVD配布中♪
　ヨガの体操や呼吸法の動画をDVDにしました。椅子に
座って実践できるヨガも同時収録。健康管理に活用くださ
い！ご希望の方は、地域支援課までご連絡を！
※各家族 1枚まで

ヨガの聖地　西之表市

よ か よ か よ ～ が

■問い合わせ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係　22‐1111内線 215

コロナに負けない身体をつくろう！
　親子でできる船のポーズ（ナヴァーサナ）

【ヨガ監修／イラスト】
　全日本ヨガ連盟種子島支部長 川越れい子

⑭市政の窓 2022.2 月号



■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

№ 229
■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

今
年
度
６
回
目
の
ふ
る
さ
と
ま
な

び
〜
隊
は
、
親
子
野
外
炊
飯
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
包
丁
を
使
わ
ず
に
簡
単

に
作
れ
る
「
焼
き
そ
ば
」
と
「
ホ
ッ

ト
サ
ン
ド
」
を
作
り
ま
し
た
。

　
「
も
う
少
し
よ
く
混
ぜ
た
ら
？
」

「
キ
ャ
ベ
ツ
は
少
し
で
い
い
の
？
」

な
ど
、
親
子
で
声
を
か
け
合
い
、
作

業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

具
材
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
後
、
焼
き

そ
ば
と
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
の
材
料
を
そ

れ
ぞ
れ
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
包
み
、
牛

乳
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
火
を
つ
け
、
熱

し
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
、
と

て
も
興
味
津
々
な
子
も
い
れ
ば
、
本

当
に
食
べ
ら
れ
る
の
か
心
配
そ
う
に

見
て
い
る
子
も
い
て
、
出
来
上
が
る

ま
で
の
時
間
を
ド
キ
ド
キ
し
て
待
っ

て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

親
子
で
一
緒
に
作
っ
た
焼
き
そ
ば

と
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
を
食
べ
な
が
ら
、

「
こ
ん
な
に
簡
単
に
作
れ
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
。
自
宅
で
も
、
家
族
と

ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊
‐
親
子
野
外
炊
飯
体
験
‐

一
緒
に
作
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
声

も
聞
か
れ
、
充
実
し
た
体
験
活
動
と

な
り
ま
し
た
。

⑮ 市政の窓2022.2 月号



知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金

の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

《
国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て
》

　

国
民
年
金
加
入
に
関
す
る
通
知
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

（
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除

く
）。

《
保
険
料
納
付
に
つ
い
て
》

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い

て
は
、
加
入
に
関
す
る
通
知
と
同
封

さ
れ
て
い
る
納
付
書
を
お
使
い
に
な

る
か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
口
座

振
替
も
可
能
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
、
市
役
所
健
康
保
険
課
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

《
保
険
料
の
免
除
等
に
つ
い
て
》

　

学
生
等
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
未
納
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
必
ず
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

公
的
年
金
制
度
は
、
老
後
の
暮
ら

し
の
支
え
に
な
る
老
齢
年
金
だ
け
で

は
な
く
、
若
く
し
て
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
の「
障
害
年
金
」、

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

の
「
遺
族
年
金
」
が
あ
り
、
万
が
一

に
備
え
る
大
切
な
保
険
で
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る

と
、
こ
れ
ら
の
年
金
が
受
け
取
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　

国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て
、
分
か

り
や
す
く
説
明
し
た
動
画
が
あ
り
ま

す
の
で
、
左
記
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
20
歳
到
達
時
の
国
民
年
金
の
手
続
き
）

　
　

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
4

ど
う
し
て
民
法
の
成
年
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ
る
の
で
す
か
？

成
年
年
齢
が

成
年
年
齢
が
1818
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
（
４
月
１
日
か
ら
）

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
（
４
月
１
日
か
ら
）

若
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

一
度
交
わ
し
た
契
約
は
、
簡
単
に
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
ち
、
契
約
す
る
と
き
は
、
必
要
な
情
報
を
集
め
て
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

困
っ
た
と
き
に
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
す
ぐ
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、
憲
法
改
正
国
民
投
票
の
投
票
権
年
齢
や
、
公
職
選
挙
法
の
選
挙
権
年

齢
な
ど
が
18
歳
と
定
め
ら
れ
、
国
政
上
の
重
要
な
事
項
の
判
断
に
関
し
て
、
18

歳
、
19
歳
の
方
を
大
人
と
し
て
扱
う
と
い
う
政
策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
政
策
を
踏
ま
え
、
市
民
生
活
に
関
す
る
基
本
法
で
あ
る
民
法
に
お
い

て
も
、
18
歳
以
上
の
人
を
大
人
と
し
て
取
り
扱
う
の
が
適
当
で
は
な
い
か
と
い

う
議
論
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世
界
的
に
も
、
成
年
年
齢
を
18
歳
と

す
る
の
が
主
流
で
す
。

　

成
年
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ
る
こ
と
は
、
18
歳
、
19
歳
の
若
者
の
自
己
決

定
権
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
積
極
的
な
社
会
参
加
を
促
す
こ
と
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
分
で
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

◆ 

18
歳
に
な
る
と
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
契
約
す
る
」「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
作
る
」「
一
人
暮
ら
し
の
た
め
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
」
な
ど
、
保
護
者
の

承
諾
な
し
で
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
飲
酒
・
喫
煙
・
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
国
民
年
金
の
被
保
険
者
資
格
取
得
な
ど
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

出
典
：
法
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
JI/m
inji07_00238.

htm
l

）「
民
法
（
成
年
年
齢
関
係
）
改
正
Ｑ
＆
Ａ
」
か
ら
一
部
抜
粋
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宇宙科学技術館 TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

　

２
０
２
１
年
12
月
23
日
午
前
０

時
32
分
０
０
秒
に
、
英
国
イ
ン
マ

ル
サ
ッ
ト
社
の
第
６
世
代
通
信
衛

星
網
「Inm

arsat

‐
６
」
シ
リ
ー

ズ
初
号
機
衛
星
を
搭
載
し
た
Ｈ
‐

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
45
号
機
が
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
ど

お
り
に
飛
行
し
、
打
上
げ
後
約
26

分
18
秒
に
衛
星
を
正
常
に
分
離
し

た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ

(SRB

‐A
)

を
４
基
搭
載
し
た

２
０
４
形
態
の
打
上
げ
は
こ
の
45

号
機
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

打
上
げ
実
施
に
ご
理
解
・
ご
協

力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
45
号
機

打
上
げ
成
功
！

（
本
文
の
内
容
は
12
月
28
日
現
在
）

▲ ＨⅡ Aロケット 45 号機
打上げの様子

バ
ス
ツ
ア
ー
再
開
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
２
０
２
０
年
２
月

末
か
ら
休
止
し
て
い
た
施
設
案
内

バ
ス
ツ
ア
ー
を
、
２
０
２
２
年
１

月
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
し
運
行
し

ま
す
の
で
、
ご
参
加
の
際
は
、
検

温
、
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用

等
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
は
、
従
来
通
り
事
前
予

約
制
で
、
予
約
は
ツ
ア
ー
日
の
３

か
月
前
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
現
在
、
宇
宙
科
学
技
術

館
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
と
し
て
、
10
名
以
上
の

団
体
の
お
客
様
を
事
前
予
約
制
と

し
て
い
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
宙
科
学
技
術
館

　

☎
２
６
‐
９
２
４
４

▲ 検温一体型アルコール
噴霧器を導入

( 宇宙科学技術館入口 )

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより

口腔清掃

■問い合わせ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問い合わせ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　お口の衰え（オーラルフレイル）が、全身の老
化につながります。

オーラルフレイル
　　　口からはじまる心身の衰弱

このように進行します…

かめない

かむ機能の低下 やわらかいもの
を食べる

口腔機能の低下

心身機能の低下

機能低下への
負の連鎖

　オーラルフレイルを防ぐために「口腔清掃」「口
腔体操」を行いましょう。口腔体操は、元気アッ
プ体操教室で普及しています。

◆ 毎食後に歯みがきを
　歯ブラシだけでなく、歯と歯の間をみがく歯間
ブラシ、デンタルフロスなども利用しましょう。
◆ 義歯もしっかり清掃
　義歯（入れ歯）は口の中に装着したままではなく、
必ず外して、専用のブラシや洗浄剤などで丁寧に
清掃しましょう。
◆ 舌の清掃も忘れずに
　舌の上についた汚れ（舌苔）の清掃は、口臭予
防にも効果的です。舌清掃専用ブラシも市販され
ています。
◆ 歯科医院でチェック
　半年に一度を目安に歯科健診を受けて、歯石の
除去や歯・義歯・口の状態のチェックをしましょう。

⑰ 市政の窓2022.2 月号



戸籍の窓

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
11
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

榎
本　

正
道

村
之
町

榎
本　

正
和

長
野　

均

納
曽

長
野　

能
美

山
之
内　

一
信
古
田
上
之
町
山
之
内　

ヨ
シ
エ

毛
井　

正
俊

野
木
平

毛
井　

進

柿
内　

美
千
代
鴨
女
町

田
中　

文
子

古
賀　

洋
子

牧
之
峯

古
賀　

正
清

古
賀　

シ
ヅ
子
牧
之
峯

古
賀

正
人

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄

附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
1
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み
（
〜
1
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）
（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

本
城　

り
ら

女

吹
樹

き
ら
り
美
浜
町

川
脇　

魁か
い
し
ん心

男

伸
太
郎
靖
迪

上
石
寺

岩
元　

茉ま
り
か花

女

龍
一

優
子

小
牧

荒
木　

依い
と采

女

冬
威

裕
香

野
首

沖
田　

将し
ょ
う
や也

男

浩
聡

有
希
子
榕
城
中
目

岩
下　

咲さ
き葵

女

志
信

華
代

美
浜
町

鮫
島　

ゆ
の
ん

女

忍

あ
ゆ
み
西
町

榎
本　

陽ひ

な

こ
菜
子

女

幸
太
朗
早
紀

川
迎

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

木
𠩤　

茂
男

73

武
部

織
田　

允
人

80

国
上
中
目

下
村　

み
ど
り

67

久
保
田

東　

ミ
ヨ
子

96

浜
之
町

上
妻　

忍

86

深
川

川
口　

盛
信

87

中
西

梛
木　

ノ
ブ

97

池
之
久
保

西
川　

宗
直

89

武
部

有
馬　

喜
代
三

89

野
首

栁
川　

正
幸

70

大
崎

加
藤　

正
躬

98

岳
之
田

榎
本　

フ
ク
子

94

城

榎
元　

時
春

90

伊
関

鵜
木　

英
治

61

城

谷
村　

健
助

87

田
之
脇

久
松　

エ
イ

92

西
町

　

1212
月
３
日
（
金
）、
西
之
表
市
遺
族
会

月
３
日
（
金
）、
西
之
表
市
遺
族
会

（
岩
下
勝
男
会
長
）
が
、
設
立

（
岩
下
勝
男
会
長
）
が
、
設
立
7070
周
年
を

周
年
を

記
念
し
て
、
市
内
各
校
区
に
建
立
さ
れ

記
念
し
て
、
市
内
各
校
区
に
建
立
さ
れ

て
い
る
慰
霊
碑
を
巡
回
し
ま
し
た
。

て
い
る
慰
霊
碑
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　

巡
回
し
た
会
員

　

巡
回
し
た
会
員
1717
名
は
、
英
霊
の
顕

名
は
、
英
霊
の
顕

彰
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
ま
し

彰
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
ま
し

た
。
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
福
祉
事
務
所
援
護
係

　

市
福
祉
事
務
所
援
護
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
２
９

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
２
９

市
遺
族
会
設
立

市
遺
族
会
設
立
7070
周
年
記
念

周
年
記
念

現和 風本神社境内慰霊碑にて

松
下　

み
き

101

番
屋
峯

桑
山　

鉃
一
郎

85

野
首

松
田　

和
子

84

野
首

能
勢　

ツ
ギ
エ

100

本
立
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青果状況【12月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 874 55 4,571 393
葉茎菜
　　類 1,641 207 8,791 653

果菜類 616 110 2,244 502
その他 2,703 745 2,921 654
小 計 5,834 1,117 18,527 2,202

果
物
類

かん
きつ類 8,653 1,483 4,559 414

果瓜類 0 0 109 23
その他 306 493 2,210 310
小 計 8,959 1,976 6,878 747

鳥卵・　　
加 工 品 等 268 79 1,005 305

花　類 16,787
本 828 550

本 32

区　分 島内産 島外産
入荷量
41トン

15トン
（37％）

26トン
（63％）

取引額
729万円

400万円
（55％）

329万円
（45％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《2月の休み》
2日・6日・9日・11日・13日・16日・
20日・23日・27日

■問い合わせ先
　種子島公設地方卸売市場
　☎ 22‐0216

ほ
っ
こ
り
と
む
か
ご
御
飯
は
秋
の
味
山
か
ら
届
く
送
り
物
な
り

安
納
芋
病
ひ
ろ
ご
り
納
屋
ご
と
の
笑
い
は
消
え
て
秋
深
み
ゆ
く

正
月
の
車
少
な
き
国
道
を
白
と
グ
レ
ー
の
千
鳥
横
ぎ
る

八や
お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
お
わ
す
ら
し
娘
の
手
術
奇
跡
の
結
果
に
胸
な
で
お
ろ
す

ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
野
球
界
で
賞
数あ
ま
た多

大
谷
翔
平
選
手
の
偉
業

初
詣
で
去こ

ぞ年
も
今
年
も
妻
共
に
遠
き
孫
等
の
健
や
か
祈
る

見
は
る
か
す
門
倉
岬
に
前
の
浜
遠
く
に
見
え
る
ロ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

年
明
く
る
手
書
き
の
賀
状
ふ
る
え
文
字
胸
に
抱
き
し
め
た
だ
た
だ
涙

大
野
過
ぎ
二
本
松
貫ぬ

け
番
屋
峯
甘お

お
ぎ蔗
芋い

も

茶ち
ゃ
ば葉
廻か

い
ろ
う廊
を
往
く

「
ど
ち
ら
か
を
お
持
ち
し
ま
す
」
と
女
学
生
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
ほ
ほ
笑
む
婦
人

点
々
と
白
き
か
ぼ
ち
ゃ
に
筆
落
と
し
「
草く

さ
ま間

彌や
よ
い生

」
の
世
界
に
ひ
た
る

ひ
げ
し
ご
き
石
音
高
く
碁
敵
や
い
ま
で
も
想
う
種
子
島
時と
き
あ
き哲

さ
ん
を

朝
露
や
草そ
う
も
く木

の
葉
に
陽
の
射
し
て
玉
の
雫
の
落
ち
ゆ
く
様
に

道
々
を
往ゆ

け
ば
つ
わ
ぶ
き
黄
の
あ
か
り
こ
の
平
穏
を
永と

わ遠
に
と
願
う

桜
島
朝
陽
を
掲
げ
拝
ま
せ
る
言
葉
は
要
ら
ぬ
冬
の
絶
景

し
た
た
か
に
亡
き
父
あ
と
の
タ
ニ
ワ
タ
リ

や
さ
し
さ
に
心
う
ば
わ
れ
生
き
の
び
る

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

榕
城
中
目
・
河
東　

鏡
自

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

桜
が
丘
・
下
玉
利　

英
世

南
種
子
町
・
立
石　

洋
子

柳
原
・
中
野　

多
輝
子

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

正
德

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

香
里

西
町
・
濱
田　

千
代

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

中
野
・
𠮷
原　

三
保
子

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

鹿
児
島
市
・
用
貝　

蓮

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
の
ぶ
ゆ
き

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,616 3,996 7,612 3,933
上西 228 248 476 272
下西 1,012 1,109 2,121 1,143
国上 483 509 992 551
伊関 185 201 386 214
安納 179 184 363 206
現和 568 589 1,157 657
安城 151 144 295 165
立山 47 40 87 47
中割 37 33 70 49
古田 158 185 343 179
住吉 378 443 821 465

［校区別］

［人口］
全体 14,723 人（－ 41）
男性 7,042 人（－ 19）
女性 7,681 人（－ 22）
［世帯数］
7,881 世帯（－16）
（　）内の数字は前月比

12月末現在
人人口・世帯口・世帯

［火　災］
出火件数　1件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　82件
うち急病　49件

12月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓

発生件数　   0 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   0 人

1月 10日現在（累計）
交交通事故通事故（人身事故）
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［
発
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］
西
之
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市
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所
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株
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この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

西之表市公式 LINE
　  登録しませんか？

　「西之表市公式 LINE」では、市ホームページと
連携して、さまざまな情報を LINE から入手するこ
とができます。
　自動応答のチャット機能で 24 時間いつでも質
問することができ、ごみ収集日や防災情報、子育
て情報などを簡単に調べることができます。
　この機会にぜひ、登録をお願いします。

▲登録はこちら

日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の
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!

日
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菓
子
!

日
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黒
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菓
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黒
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菓
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!


